
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 ふつう 名前

力学の複合 月 日

1 てこのつり合い・ばね・輪軸 基本

てこは、「力の大きさ×支点からの長さ」が、左まわりと右まわりで等しいとき、つり合います。

(1)

150g 225g

30cm ? cm

重さを考えない棒が、水平につり合っています。

右のおもりをつるした位置は、支点から何cmで

すか。(図の長さは、正しくかいてありません。)

答え cm

(2) 半径40cmの大輪と、半径15cmのじくがいっしょに回る輪軸があります。大輪とじくに

は、反対まわりに糸をまいてあります。大輪の糸に80gのおもりをつるしました。じくの糸

にはおもり ? をつるしてつり合うとき、? は何gですか。

答え g

2 棒の重さ・動滑車・ばねの全長 標準

棒の重さは、棒のまん中の1点にかかるものとして考えます。動滑車(どうかっしゃ)は、2本の糸で荷物
をささえます。

(1) 何もつるさないときの長さが10cmで、10gのおもりで1cmのびる、同じばね2本があり

ます。2本を横にならべ、下に軽い棒をわたして、その中央に60gのおもりをつるしまし

た。(棒の長さや重さは考えません。)ばね1本の長さは何cmになりますか。　答え

cm

(2) 天井にとめた糸を動滑車にかけ、動滑車に重さ140gのおもりをつるしました。動滑車の

重さは40gです。糸の他方のはしを、まっすぐ上に引いて、おもりをゆっくり引き上げま

す。(糸の重さやまさつは考えません。)手が糸を引く力は、何gですか。　答え g

できた / 4問
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